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に貢献しうることを王宮都市ジョクジャカルタを中心に論じたもので，内容は序章および本文 5 章からなっている O
序章では，急速な都市化・近代化の進行に伴い都市の歴史遺産の喪失が危倶されているジャワ島都市における歴史
的環境保存の概況および本研究の目的と構成について述べている口
第 1 章では， ジャワ島における 14"""'18世紀の聞に建設された 8 つの王宮都市を取り上げ，基本的な都市パターンお
よびその変容過程および、実態について文献調査および実態調査に基づき分析し，さらに都市の歴史性保存のために今
日的に重要と判断される歴史的都市環境要素を抽出し，事例を用いてその位置付けおよび、実態について分析している。












第 5 章では， ジョクジャカルタにおける歴史的な都市環境を保存するための新しいアプローチを組織立てることを



















(4)貴族の屋敷の所有には，王宮所有，個人所有，政府所有の 3 つのタイプがあり， ジョクジャカルタ，スラカルタと
も王宮所有の大半に一般の居住者のコミュニティの存在がみられ，政府所有にはみられないことを明らかにしてい
る。さらにジョクジャカルタでは個人所有にも上記コミュニティの存在がみられ，一方個人所有が優勢であるスラ
カルタではその存在がみられないことを明らかにしている。
(5)伝統的な空間借用システムに基づく一般的な人々の居住は，貴族の屋敷における伝統的な空間価値を保存し商業機
能の導入等によってもたらされる急激な変化を制御することに貢献している， と同時に都市における居住空間の欠
乏を補っていることを示し，このことから歴史的環境の文脈に適合した居住を含む今日的な機能を導入することに
よって歴史的な環境の保存をはかることは， ジャワの社会経済状況において有効な手法となりうることを示唆して
いる。
以上のように，本論文は， ジャワ島の王宮都市の基本的な空間構造および中核的な都市環境要素の特性を提示する
とともに，歴史的環境保存のために文脈的適合性という新たな概念、を導き出し，歴史的環境の凍結的な保存が困難な
インドネシアのジャワ島都市の状況に即した提案を行っており，環境工学の発展に寄与する所大である。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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